
 

 

１．チオシアン酸水銀カドミュウム，CdHg(SCN)  ４ 
 

空間群 Ｉ４ 
格子定数は，   

          ａ＝ 11.48 Å ｃ＝4.33Å 
である． 

 

 

密度の観測値は， 3.062 ｇ /cc ，   
   計算値は， 3.079 ｇ /cc で，   

これらはよく一致しいる．   
Ｚは，２である．   
各原子の位置は，次の表１，及び図１の通り
である． 
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鏡検分析に主要な試薬である，チオシアン酸水銀アンモンによる沈殿生成物のチオシアン酸水

銀カドミュウム，CdHg (SCN)  4 ，チオシアン酸水銀銅，CuHg（SCN）
  
4 ，チオシアン酸水銀ニッ

ケル，NiHg   
2 (SCN)   

6 の結晶構造と，これらの間に見られる固溶体について考察した．結晶

庄構造を（References参照）次に示す．これらの実験は，著者が行ったものである． 

結晶構造解析は，回析X線による等角傾斜法，及びプリセッション写真を用いた．  
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 チオシアン酸水銀亜鉛， ZnHg(SCN)  4 の粉
末Ｘ線の反射は，チオシアン酸水銀カドミュ
ウムの反射とよく一致しているので，これら
の構造は同じものと考えられる．チオシアン
酸水銀亜鉛の格子定数は 
   ａ＝ 11.06 Å ｃ＝4.43Å 
である．   
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．チオシアン酸水銀銅，CuHg(SCN)   ４ の結
晶構造 

 
空間群 Pbcn 
格子定数は，   
ａ＝9.04 Å ｂ＝7.63 Å ｃ＝15.18Å 

である． 
密度の観測値は，  3.1451ｇ /cc ，   
   計算値は，  3.1697ｇ /cc で，   

これらはよく一致しいる．
Ｚは，４である． 
各原子の位置は，次の表２，及び図２の通り
である．  



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．チオシニアン酸水銀ニッケル，NiHg  ２

(SCN)   ６ の結晶構造 
 

空間群  Pnnm 
格子定数は，   
ａ＝7.36 Å ｂ＝18.98Å ｃ＝12.85Å

である． 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
密度の観測値は，2.9798ｇ /cc ， 

計算値は，2.9904ｇ /cc で， 
これらはよく一致しいる． 

Ｚは，４である． 
各原子の位置は，次の表３，及び図３の通り
である． 
  



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 チオシアン酸水銀カドミュウムと，チオシ
アン酸水銀亜鉛の構造は，前述のようによく
似ているので，カドミュウムイオンと亜鉛イ
オンを交換する固溶体を作る． (４図)  
図において， (Cd   ２ ＋１ ,Zn

２ 
 ＋ 1) のＸ線

粉末回析線は， CdHg(SCN)   ４ と ZnHg(SCN)
  
４

の間にある． 
 チオシアン酸水銀カドミュウムと，チオシ
アン酸水銀ニッケルとは，固溶体を作る範囲
は狭い．ニッケルイオンが１で，カドミュウ
ムイオンの量を変化させると，カドミュウム
イオンが10のときは，ほとんどチオシアン酸
水銀カドミュウムのＸ線粉末回析線のパター
ンになる． 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また，カドミュウムイオンが0.25以下になる
と，チオシアン酸水銀ニッケルのＸ線粉末回
析線のパターンになる． 
カドミュウムイオンが２のときは，その両者
の回析線が存在する． (５図)  
同じようなことは，チオシアン酸水銀 (亜
鉛，銅) などにもみられる． (６図 )  
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